




くところであります。言葉は違いますが、仏教であれば宗教施設の「寄進」 、イスラームであれば、 弱者に財を分け与える「喜捨」 、 キリスト教では罪 あがなうという「贖罪」は、いずれもこの行為の発現形態をさすものとなっています。財の移転によって他者に幸せを分け与えるだけでなく、自分自身にも喜びや心の平安をもたらすものとして、各宗教はこれを奨励しています。　
教
えの内容は必ずしも一様ではありませんが、いずれにあっても施与は重要な信仰実








具体的には五戒の遵守や、功徳を為す、などの実践です。その一形態とし エーヤーワディー川流域 は、ピューの時代を経て 一一世紀にはじまるバガン時代から、津々浦々に煉瓦製の仏塔が作られ続けています。　
前
世・現世・来世という横軸と、地獄から天上という縦軸のなかで、自業自得なる原






儀礼・大祭、仏教施設の建設をとおして、関係者のもとへ再配分されます。これを縁として富を蓄積した者も、また同じこ をおこなう。来世での存在を決定する の世での功徳という観念のもとで 必然化する現象 あるといってよいでしょう。 「解脱」へ向けての実践という利己的行為が 社会 格差を是正していく です。ひたすら自分のためにとしたことが、じつは他人のためにもなっていくので　
こ
うしたことはミャンマーのみなならず、スリランカやタイなどの上座仏教社会にも











通理解が読み取れ、それが社会の秩序を保つ一因となっていました しかしその中に、来世の観念や善行為の功徳を他者に する観念を明確に規定したものはありません。来世の幸福について計算することは、現世での生き方に良い意味での縛りを与え 廻向の観念は他者の幸福にまで思いを広げることになります。　
仏
典には功徳廻向のしくみが、輪廻や業や心のはたらきの視点から理論づけられてい





徳となって受け手に結果する。またそのことによって、廻向をした主体にもさらなる功徳が生じることになり す。 こ しくみが、 ここでは仏典の分析によって解明されており、功徳廻向の意味が説かれていま 。　
た
だしこれは、仏教 考え方だけで成り立っている社会 話で、世界中を探してもそ








共通して、精霊信仰との関わりを認めない訳にはいかないという事象が見て取れるというのです。功徳は、在家者が自ら出家すること 寺院や仏塔の造営、戒を守ることなど、法灯を継承 るおこないから生じます。そして れは 個人の生活環境を軸としつつも、人をその外辺の世界に繋げていきます。功徳がらみの儀礼 常に他所者に開かれ、功徳の廻向 通じて他界 た霊と関わっていくのです。　
と
ころが、地域や集落の来歴と生業に直結する精霊祭祀は、多様にして個別的であり
ます。場所によってそ 神格や機能、そして供犠獣や儀礼内容は一様で ありません。しかも仏教と違い、外に開かれておりません。また、そこには殺生という行為も含まれますので、 には周縁化されています。ただ、環境と人 の相互作用、この世ならぬ霊的存在との関わりを示す点で人類共通の普遍的な実践であり、この点で 仏教と変わるところがあり せん。　
こ
の歴史的に異なる二つの宗教をつなぐもの、すなわちこの二つの実践を矛盾なく成


























要因と結びつけ、生 目的を贖罪にあるとし その重要な手段として寄進・喜捨を位置づけます。持ち物を売り払って貧しい 人に施せば、天に富を積むことができるという考え方のもと、信徒個人の生前の喜捨やその他の善行などの努力 よって、 「最後の審判」でその魂が天国に向かうのか、それとも地獄へ転落するかが決まるというのです。　
一
方で、たとえば「パンとサーカス」による「蕩尽」を否定し、これを教会に寄進し




くよく見ていきますと、どうもそれだけではないようです。ここには財の移動、つまり再配分があり、これが社会を安定・標準化させる、今の言葉で言えば、格差をなくそうとする意図 裏に隠さ ているのではないかと考えざるをえません いずれの宗教も、個人のみならず、自動的に社会を 政治的にも経済的にも安定に導くためのもので あったようです。　
正
面から「これは社会のためですよ」 「自分の身を捨てて、社会のために尽しなさい」
というようなこ ではなく まず自分のこ 考えればよい。そして、自分のためと思ってやっていることが、結果的に 社会のためになっていく。どちらかと言えば取り組みやすく、自分が犠牲を払っているという感覚は全く く、利己的行為が必然的に社会のためになって く。そういう仕組みが、仏教やキリスト教、イスラームのような「世界宗教」には共通し あ のではないか。　
こ
うしたことを考えつつ、最終的には自分たちが暮らしている社会の仕組みをあぶり
出したい。他者との関係を規定して る経済規範は 社会を安定させるためのものであるのか、それともこれを混乱に導くものとして作用しているか。社会は平準化へ向かってい 格差拡大へ突き進ん い のか。仏教、イスラーム、キリスト教にみられる功徳や喜捨や、原罪とい 設定から生まれる贖罪 思想と、これによっ
10
て構想される社会の姿をとおして、現代社会とこれを支える私たちの知を問い直してみたいと思います。　
本
書は、二〇一七年六月から七月はじめにかけて、毎週土曜日の午前、愛知大学豊橋
校舎行でおこなわれた、愛知大学人文社会学研究所主催の公開講座「功徳と喜捨と贖罪－宗教の政治経済学－」 での講演内容を収録したものです。 各報告の最後におこなわれた、来場者による質疑とこれに対する応答は、本稿を作成する際に、本文に盛り込みました。
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